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地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター 平成２９事業年度 年度計画評価表 

項目番号 年 度 計 画 地方独立行政法人 評価委員会評価 

大 中 小 内  容 自己評価 
評

価 

評 

価 

評価の判断理由・評価に対する

コメントや改善案、要望など 

1   住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置（評価 3） 

 1  救急医療   3  

   ・救命救急センターとして、脳卒中・急性心筋

梗塞・多発外傷・熱傷・急性中毒等の重篤救

急患者に対して２４時間３６５日体制で高

度で専門的な医療を提供し広域的な患者の

受入に対応する。 

・初期救急医療については、夜間急病診療所や

休日在宅当番医の後方ベッドとしての役割

を担う。 

・二次救急医療については、他の病院群輪番制

病院の後方ベッドとしての役割を担うとと

もに、一月あたり夜間４コマ（内科系・外科

系各２コマ）、休日日中２コマ（内科系・外

科系各１コマ）病院群輪番制に参加する。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

救急車搬送受入

患者数 
 ２，５００人 

救急車応需率    ８０％ 
 

・救命救急センターとして、脳卒中・急性心筋梗塞・多

発外傷・熱傷・急性中毒等の重篤救急患者に対して２

４時間３６５日体制で高度で専門的な医療を提供し

広域的な患者の受入に対応した。 

 

・初期救急医療については、夜間急病診療所や休日在宅

当番医の後方ベッドとしての役割を担った。 

 

・二次救急医療については、他の病院群輪番制病院の後

方ベッドとしての役割を担うとともに、一月あたり夜

間４コマ（内科系・外科系各２コマ）、休日日中２コ

マ（内科系・外科系各１コマ）病院群輪番制に参加し

た。 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

救急車搬送受入患者数 

（主な救急搬送受入れ地域） 

  ２，５９８人 

（山武郡市１，７５３人） 

（長生郡市  ４７８人） 

救急車応需率  ７７．４％ 

ウォークイン受入患者数 ２，７４２人 

ドクターヘリ受入患者数 ４５人 

病院群輪番制参加状況 

・山武郡市二次救急医療

輪番 

・山武郡市休日当番 

・一月あたり内科系２日 

外科系２日 

・一月あたり二次内科系１日 

二次外科系１日 
 

3 3 ●救命救急センターとして、広

域的に多数の重篤救急患者等

を受け入れていることは評価

できる。 
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 2  地域の中核病院として担うべき医療   3  

  (1) 小児医療・小児救急医療 

・急性疾患を中心に入院治療に対応した小児医

療を提供する。 

・救命救急センターにおいて、小児科専門医と

救急専門医の協力のもと小児救急医療への

対応を行う。 

 

 

 

 

 

小児医療・小児救急医療 

・急性疾患を中心に入院治療に対応した小児医療を提供

した。 

・救命救急センターにおいて、小児科専門医と救急専門

医の協力のもと小児救急医療に対応した。 

 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

小児科外来延患者数 ８，８９３人 

小児科入院延患者数   ９７２人 
 

4 4 

 

●評価 4とした根拠について、

実績が目標を上回っているの

か示していただきたい。 

●外来でしっかり管理し、重症

化を防ぐことで入院患者の減

少を図っていることは評価で

きる。 

●小児夜間診療患者数の実績

を示すべき。また 28 年度と比

較し、外来患者は、621 人増加、

入院患者は、191 人減少してい

ることについても分析してい

ただきたい。 

●小児救急で対応した患者数

について示していただきたい。 

  (2) 周産期医療 

・周産期病床において、正常分娩を中心に周産

期医療を行う。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

分娩件数 ３６０件 
 

周産期医療 

・周産期病床において、正常分娩を中心に対応した周産

期医療を行った。 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

分娩件数 ２９５件 

産婦人科外来延患者数 ４，４９８人 

産婦人科入院延患者数 ２，７３１人 
 

3 3 ●この地域の年間分娩件数を

見込む必要がある。 

●件数としてはまだ少ないと

捉えている。素晴らしい施設で

あり、積極的な周知が望まれ

る。ＳＮＳなどによるクチコミ

も効果的であると考える。 

●医師確保等大変な部分もあ

るが、周産期医療を提供し、実

績を上げている事に対して心

強く思っている。今後も積極的

な周知をお願いしたい。 

●前年度より分娩件数、外来患

者数増加入院患者数増加して

いる評価できる。 

  (3) 災害医療 

・地域災害拠点病院としての機能を十分に発揮

し、地域医療機関、医師会、自治体等との連

災害医療 

・地域災害拠点病院として災害発生時に備え、地域医療

機関、医師会、自治体等との連絡体制を確保するとと

3 3  
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絡体制を確保するとともに、医薬品、診療材

料、飲料水等を配備する。 

・メディカルセンター全体を対象としたトリア

ージ訓練等の災害医療訓練を行うとともに

ＤＭＡＴを中心に災害救護を想定した各種

訓練に参加し、災害医療に対応する。 

・千葉大学医学部附属病院のＤＭＡＴとの連絡

体制を整える。 

もに、医薬品、診療材料、飲料水等を配備した。 

 

・メディカルセンター全体を対象としたトリアージ訓練

等の災害医療訓練を行った。ＤＭＡＴを中心に災害救

護を想定した各種訓練に参加した。 

 

・千葉大学医学部附属病院のＤＭＡＴとの連絡体制を整

えた。 

  (4) 感染症医療 

・結核については結核患者収容モデル病床に

て、結核患者に対応した医療を提供する。 

・ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）感染症に関

する専門医の確保について検討する。 

・新型インフルエンザ等の新たな感染症が発生

したときは、地域医療機関、医師会、自治体

等と密接に連携しながら迅速かつ適切な対

応を行う。 

感染症医療 

・結核患者モデル病床にて、結核患者に対応した医療を

提供した。 

・ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）感染症に関する専門

医の確保について検討した。 

・新型インフルエンザ等の新たな感染症が発生したとき

は、地域医療機関、医師会、自治体等と密接に連携し

ながら迅速かつ適切な対応を行うこととした。 

3 3  

  (5) 急性期医療の効率化に必要な病棟運営 

・地域包括ケア病棟とその他の病棟を計画的に

運用し、急性期医療に必要な病床を効率的に

運営する。 

・患者の利益をも考慮した病棟運営ができるよ

う、地域医療連携室の機能を有効に活用し、

積極的な退院支援等の取り組みを行う。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

紹介率 ５０．０％ 

逆紹介率 ７０．０％ 
 

急性期医療の効率化に必要な病棟運営 

・地域包括ケア病棟とその他の病棟を計画的に運用し、

急性期医療に必要な病床を効率的に運営した。 

 

・患者の利益をも考慮した病院運営ができるよう、地域

医療連携室の機能を有効に活用し、積極的な退院支援

等の取り組みを行った。 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

紹介率    ５１．０３％ 

逆紹介率    ７３．１５％ 

退院支援患者数  ７９６人 
 

3 3 ●逆紹介率が前年度実績を上

回っており、着実な成果がでて

いる。引き続き、地域医療機関

と連携を密にし、患者に寄り添

った退院支援等に取組んでい

ただきたい。 
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 3  高度専門医療   3  

  (1) ４疾病（がん・脳卒中・急性心筋梗塞・糖尿病）

への対応 

① がん 

・消化器がん（食道・胃・大腸・直腸・肝・胆

道・膵等）に対応し、病態に応じて、内視鏡

治療、外科手術、化学療法及び緩和ケア医療

を提供するとともに、放射線治療を必要とす

る場合は必要に応じて千葉大学医学部附属

病院と連携して治療を行う。 

 

・がん検診の精密検査については、上記に加え、

肺がんについても対応する。また子宮がん、

乳がんについて対応する。 

・地域におけるがん診療の拠点的機能を有する

病院として、地域がん診療連携協力病院の指

定を目指す。 

② 脳卒中 

・脳卒中等の脳血管疾患については、２４時間

４疾病（がん・脳卒中・急性心筋梗塞・糖尿病）への対

応 

① がん 

・消化器がん（食道・胃・大腸・直腸・肝・胆道・膵等）

に対応し、病態に応じて、内視鏡治療、外科手術、化

学療法及び緩和ケア医療を提供するとともに、放射線

治療を必要とする場合は必要に応じて千葉大学医学

部附属病院等と連携して治療を行った。 

 

 

・がん検診の精密検査については、上記に加え、肺がん、

子宮がんについても対応した。また、子宮がん、乳が

んについて対応した。 

・地域におけるがん診療の拠点的機能を有する病院とし

て、地域がん診療連携協力病院の指定に向けた検討を

した。 

② 脳卒中 

・脳卒中等の脳血管疾患については、２４時間３６５日

3 3 ●脳卒中の診療体制の充実が

図られ、入院・外来患者ともに

増加していることを含めての

評価３は妥当。 

●「地域がん診療連携協力病院

の指定に向けた検討をした。」

とあるがどのような検討をし

たのか記述すべきではないか。

地域的にも早期の指定を目指

していただきたいが、検討して

どうだったのか、指定要件と照

合して何が課題となっている

のか示すべきと考える。 
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３６５日体制で迅速な診断、治療をはじめ、

特に増加傾向にある脳梗塞患者に対するｔ

－ＰＡ（血栓溶解薬）の急性期静脈内投与や

血行再建術等を要する治療を行う。 

・急性期医療に専念するため、地域医療連携室

を中心に地域医療機関と連携し回復期の患

者の受入先を確保する。 

③ 急性心筋梗塞 

・急性心筋梗塞については、２４時間３６５日

体制で冠動脈カテーテル療法をはじめとす

る各種治療法による急性期医療を中心に提

供する。 

④ 糖尿病 

・糖尿病患者に対する一般的な診療を行うとと

もに糖尿病性腎症等の合併症を有する患者等

で症状の悪化に伴い救急搬送された患者に対

応した急性増悪時治療を提供するとともに、

糖尿病性腎症患者に対する透析導入を行う。 

・維持透析療法が必要な患者については地域医

療連携室を中心に地域医療機関と連携し受

入先を確保するとともに、重篤な合併症発症

時に対応する。 

・糖尿病の教育と指導を目的とした住民を対象

とした糖尿病教室を定期的に開催する。 

・糖尿病患者の自己管理を促進するために食事

療養やインスリン注射の指導を目的とした

教育入院を行う。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

糖尿病教室開催

回数 
１２回 

 

体制で迅速な診断、治療をはじめ、特に増加傾向にあ

る脳梗塞患者に対応した。 

 

 

・急性期医療に専念するため、地域医療連携室を中心に

地域医療機関と連携し回復期の患者の受入先を確保

した。 

③ 急性心筋梗塞 

・急性心筋梗塞については、２４時間３６５日体制で冠

動脈カテーテル療法をはじめとする各種治療法によ

る急性期医療を中心に提供した。 

 

④ 糖尿病 

・糖尿病患者に対する一般的な診療を行うとともに糖尿

病性腎症等の合併症を有する患者等で症状の悪化に

伴い救急搬送された患者に対応した急性増悪時治療

を提供するとともに、糖尿病性腎症患者に対する透析

導入を行った。 

・維持透析療法が必要な患者については地域医療連携室

を中心に地域医療機関と連携し受入先を確保すると

ともに、重篤な合併症発症時に対応した。 

 

・糖尿病の教育と指導を目的とした住民を対象とした糖

尿病教室を定期的に開催した。 

・糖尿病患者の自己管理を促進するために食事療養やイ

ンスリン注射の指導を目的とした教育入院を行った。 

 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

糖尿病教室開催回数 

（平均参加者数） 

     １２回 

（２５人） 
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  (2) 高度で専門性の高い医療 

① 高度な総合医療 

・入院や手術を中心とした急性期医療を安定的

に提供するとともに、各診療科の体制を整備

する。 

・外来診療については地域医療機関との役割分

担のうえ、専門外来を中心に高度医療機器等

を利用した高度な総合医療を提供する。 

・放射線機器を中心とした医療機器の共同利用

を促進する。 

 

 

 

 

 

 

② チーム医療の推進 

・それぞれの専門性をもつ医療従事者が、目的

と情報を共有し、互いに連携しながら患者本

位の医療を提供することを目指し、救急部門

と各診療科、各コメディカル部門との連携に

よる救急医療を提供する。 

・特に早期リハビリ、ＮＳＴ（栄養サポートチーム）

等の分野におけるチーム医療体制を確立する。 

③ 高度専門医療の充実 

・医療需要の質的、量的な変化や新たな医療課

題に適切かつ柔軟に対応するため、必要に応

じて診療科の再編や病院機能の充実又は見直

しを行い、より高度な専門医療体制を目指す。 

・医療水準の更なる向上を図るため、法律等

に基づく指定医療機関の指定や各種学会に

よる認定施設の取得をする。 

高度で専門性の高い医療 

① 高度な総合医療 

・入院や手術を中心とした急性期医療を安定的に提供す

るとともに、新たに皮膚科を開設し２０診療科の体制

とした。 

・外来診療については地域医療機関との役割分担のう

え、専門外来を中心に高度医療機器等を利用した高度

な総合医療を推進した。 

・放射線機器を中心とした医療機器の共同利用を促進した。 

 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

医療機器の共同利用の

件数 
      ２２件 

 

② チーム医療の推進 

・それぞれの専門性をもつ医療従事者が、目的と情報を

共有し、互いに連携しながら患者本位の医療を提供す

ることを目指し、救急部門と各診療科、各コメディカ

ル部門との連携による救急医療を提供した。 

 

・特に早期リハビリ、ＮＳＴ（栄養サポートチーム）等

の分野におけるチーム医療を推進した。 

③ 高度専門医療の充実 

・医療需要の質的、量的な変化や新たな医療課題に適切

かつ柔軟に対応するため、特に脳卒中等の脳血管疾患

において、より高度な専門医療体制を構築した。 

 

・医療水準の更なる向上を図るため、法律等に基づく指

定医療機関の指定や各種学会による認定施設の取得

をした。 

3 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4  安全・安心で信頼される医療   3  
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  (1) 医療安全対策の徹底 

① 医療安全対策の徹底 

・医療安全管理委員会を設置し、院内で発生し

た又は発生しそうになった医療安全上の問

題点についての収集、分析及び結果の検証を

行うとともに、医療事故発生時には医療事故

調査制度等を利用した十分な検証を行い、検

証結果を公表するなど医療安全対策を徹底

する。 

・医療安全管理マニュアル等に基づき、医療安

全研修を実施し全職員が医療安全に対する

共通理解と知識の向上を図る。 

② 院内感染防止対策の徹底 

・感染管理委員会による研修会等の実施や感染対

策チームを中心とした院内感染状況の把握、分

析、評価を行い効率的な感染対策を行う。 

・千葉大学医学部附属病院との合同カンファレ

ンスへの出席や認定看護師の配置など、院内

感染防止に関する教育、訓練及び啓発を行

い、医師をはじめとした医療スタッフの知識

の向上を図るとともに、問題点を把握し改善

策を講ずるなど院内感染防止対策を徹底す

る。 

・院内感染防止に関するマニュアルに基づき、

院内感染が発生した場合はマニュアル等に

基づき適切に対処する。 

医療安全対策の徹底 

① 医療安全対策の徹底 

・医療安全管理委員会を設置し、院内で発生した又は発

生しそうになった医療安全上の問題点についての収

集、分析及び結果の検証を行った。医療事故発生時に

は医療事故調査制度等を利用した十分な検証を行い、

検証結果を公表するなど医療安全対策を徹底した。 

 

 

・医療安全管理マニュアル等に基づき、医療安全研修を

実施し全職員が医療安全に対する共通理解と知識の

向上を図った。 

② 院内感染防止対策の徹底 

・感染管理委員会による研修会等の実施や感染対策チー

ムを中心とした院内感染状況の把握、分析、評価を行

い効率的な感染対策を行った。 

・千葉大学医学部附属病院の合同カンファレンスなど、

院内感染防止に関する教育、訓練及び啓発を行い、医

師をはじめとした医療スタッフの知識の向上を図る

とともに、問題点を把握し改善策を講ずるなど院内感

染防止対策を徹底した。また、感染管理認定看護師を

専従配置し、対策の充実を図るとともに、加算措置の

取得につなげた。 

・院内感染が発生した場合はマニュアル等に基づき適 

切に対処した。 

4 3 ●医療安全対策の向上におい

ては、インシデントレポート数

が前年度と比較して増加して

いるか比較する必要がある。研

修の出席者数や受講率も示し

ていただきたい。 

●感染管理の加算措置の取得

による収益増に対する評価は、

この項目の実績として評価す

るべきものではないと考える。 

●ヒヤリハットの件数を示し

ていただきたい。また件数は減

少傾向にあるのか分析してい

ただきたい。 

●感染管理認定看護師を専従

配置し、対策の充実を図ったこ

とは評価できる。 
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  (2) 患者の視点に立った医療の実践 

・インフォームド・コンセントの取得を徹底する。 

・患者サービス向上委員会を中心に患者やその

家族に対し満足度調査等を実施し、現状を把

握するとともに職員全員又は各職種での接

遇研修を適宜行うことにより患者満足度の

高い医療の提供を行う。 

患者の視点に立った医療の実践 

・インフォームド・コンセントの取得を徹底した。 

・満足度の高い医療を提供するため、患者サービス向上

委員会を中心に患者や来院者等に対し患者満足度調

査を実施するとともに、意見箱の設置などにより現状

の把握に努めた。また、職員全員又は各職種での接遇

研修を適宜行うことにより患者満足度の高い医療の

提供を行った。 

‹実績› 

実施月 内容 

 １２月 接遇研修 全体 （第１回） 

１月 接遇研修 事務部（第１回） 

 ２月 接遇研修 全体 （第２回） 

３月 接遇研修 事務部（第２回） 

 接遇研修 看護部（第１回） 

 接遇研修 看護部（第２回） 
 

3 3 ●患者満足度調査の結果やど

のような改善を行ったか実績

に記載すべきと考える。 

●具体的な改善内容はどのよ

うなものがあるのか示すべき。 

●患者満足度調査の結果やど

のような改善を行ったか実績

に記載すべきではないか。 

 

  (3) 医療の標準化と診療情報の分析 

・クリニカルパス推進委員会を中心に策定した

共通及び各診療科ごとのクリニカルパスの

積極的な活用により効果的な医療を提供し、

患者負担を軽減することで治療期間の短縮

に寄与する。 

・診療情報データを用いて他病院との比較分析

を行い医療の質の改善と標準化を図るため、

ＤＰＣ制度（診断群分類別包括評価）の対象

病院の認定を目指しＤＰＣ準備病院に参加

するとともに、医療の標準化と診療データの

分析・活用を行うための体制を構築する。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

１０症例以上に

適用したクリニ

カルパス数 

１５件 

 

医療の標準化と診療情報の分析 

・クリニカルパス推進委員会を中心に策定した共通及び

各診療科ごとのクリニカルパスの積極的な活用によ

り効果的な医療を提供し、治療期間の短縮を行った。 

 

 

・診療情報データを用いて他病院との比較分析を行い医

療の質の改善と標準化を図るため、ＤＰＣ制度（診断

群分類別包括評価）の対象病院の認定を目指し、引き

続きＤＰＣ準備病院に参加するとともに、医療の標準

化と診療データの分析・活用を行うための体制を構築

した（平成３０年４月より移行）。 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

１０症例以上に適用し

たクリニカルパス数 
     ３９件 

 

4 4 ●療期間短縮の具体的な実績

について示していただきたい。 

●平均在院日数の比較だけで

なく、ＤＰＣの医療機関別係数

やⅡの機関に何％の症例が入

っているかが重要であるので、

今後の評価軸としていただき

たい。 
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  (4) 法令・行動規範の遵守（コンプライアンス） 

・公的使命を適切に果たすため、医療法（昭和

２３年法律第２０５号）をはじめ、関係法令

を遵守するとともに、住民からの信頼を確保

するために各種マニュアルを整備し、適切な

運用を図る。 

法令・行動規範の遵守（コンプライアンス） 

・公的使命を適切に果たすため、医療法（昭和２３年法

律第２０５号）をはじめ、関係法令を遵守するととも

に、各種マニュアルを見直し、適切な運用を図った。 

3 3  

 

 5  患者・住民サービスの向上   3  

  (1) 利用しやすい病院づくり 

・患者や来院者が快適に過ごせるよう院内清掃

及び案内の充実を図る。出入口への車いすの

配置等、総合案内や各受付職員を中心に高齢

者や障害者が安心して医療を受けられる環

境を常に意識し整備する。 

・患者サービス向上委員会を活用し患者や来院

者等を対象とした満足度調査を行い、その結

果をもとに患者サービスの向上を図る。 

利用しやすい病院づくり 

・患者や来院者が快適に過ごせるよう院内清掃及び案内

の充実について改善を進めた。出入口への車いすの配

置等、総合案内や各受付職員を中心に高齢者や障害者

が安心して医療を受けられる環境を常に意識し整備

を行った。 

・患者サービス向上委員会を活用し患者や来院者等を対

象とした満足度調査を行い、その結果をもとに患者サ

ービスの向上を図った。 

‹実績› 

実施月 内容 

 ２月 患者満足度調査（アンケート） 
 

2 2 ●大きな病院にかかったこと

がなく不慣れな方が多いので、

温かみのある対応をお願いし

たい。 

●病院のシステムがわからな

い患者さんも多いので、声を掛

けて誘導することも重要であ

る。院内の運内などボランティ

アを活用することも重要であ

る。 

●患者サービスは、病院にとっ

て大変重要な部分であり、早急

に改善が必要である。 

  (2) 患者の待ち時間への配慮 

・再来受付機、会計番号表示システム及び自動

支払機を活用し、窓口業務の効率化を図ると

ともに、患者待ち時間の短縮を行う。 

患者の待ち時間への配慮 

・再来受付機、会計番号表示システム及び自動支払機を

活用し、窓口業務の効率化を図った。 

3 3 ●待ち時間もデータで示す必

要がある。どの過程で待ち時間

が長いのか、受付から診察、検

査から診察、診察終了から会計

までなのか、詳細な分析をした

ほうが待ち時間短縮につなが

る。 

  (3) 患者・来院者の利便性への配慮 

・患者や来院者の利便性に配慮した売店運営

等、効果を確認しつつ充実を図る。 

患者・来院者の利便性への配慮 

・患者や来院者の利便性に配慮した売店運営等、効果を

確認しつつ充実を図った。また、送迎バスの運行につ

いて検討した。 

3 3 ●現状の利便性を考えると評

価 2が妥当。送迎バスの運行に

ついてどの様な検討がなされ、

現状どうなっているのか。 

●患者の送迎を病院が行うの

は業務なのか疑問。 
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●人件費や車両の維持費もあ

り、現在の経営状況を踏まえる

と負担は厳しいのではないか。

公共交通機関の便数を増やす

などの対応をし、カバーできな

い地域に対して送迎バスを活

用することが望ましい。公的な

病院で送迎バスをだしている

病院は少ないことから十分検

討したほうがよいのではない

か。 

●地方の病院では、自治体がバ

スを走らせているケースもあ

る。病院が行うか行政が行うか

は、今後協議をしていただきた

い。 

  (4) 住民への保健医療情報の提供 

・医療に関する専門分野の知識や蓄積された情

報を活用して、多職種による住民対象の公開

講座の開催やホームページ、フェイスブック

等の活用等により保健医療情報やメディカ

ルセンターの医療内容を発信し、住民の医療

や健康に対する意識の啓発を図る。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

公開講座開催回数  ４回 

 

住民への保健医療情報の提供 

・医療に関する専門分野の知識や蓄積された情報を活用

して、多職種による住民対象の公開講座の開催やホー

ムページ、フェイスブック等の活用等により保健医療

情報やメディカルセンターの医療内容を発信し、住民

の医療や健康に対する意識の啓発を図った。 

 

‹実績› 

事  項 平成２９年度実績 

公開講座開催回数 

（平均参加者数） 

      ５回 

    （５０人） 

糖尿病教室開催回数 

（平均参加者数） 

     １２回 

（２５人） 
 

4 4 ●地域住民にとって大変貴重

な取組であることから、引き続

き積極的に情報提供を行って

いただきたい。 
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  (5) 広報活動の充実 

・ホームページや広報誌（東千葉メディカル

センターＮＥＷＳ）の発行により、外来案

内、入院案内、診療科の開設状況、病棟の

開棟に伴う診療情報等をリアルタイムに提

供する。 

・設立団体の広報等を積極的に活用し、幅広

い広報活動を展開する。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

広報誌発行回数  ４回 
 

広報活動の充実 

・ホームページや広報誌（東千葉メディカルセンター

NEWS）の発行により、外来案内、入院案内、診療科

の開設状況、病棟の開棟に伴う診療情報等をリアル

タイムに提供した。 

 

・設立団体の広報等を積極的に活用し、センター長の

コラムを配信するなど幅広い広報活動を展開した。 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

広報誌発行回数 ３回 

フェイスブック更新回数 ４６回 
 

3 3 ●広報手段の多様化や頻度に

加え、病院の提供している医療

の具体的な内容などもより積

極的に広報することで病院へ

の理解が高まり、利用の促進に

つながると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (6) 職員の接遇向上 

・患者や来院者への接遇がメディカルセンター

に対する印象を大きく左右することを職員

一人ひとりが認識し、思いやりと気配りがあ

ふれ、心落ち着く対応の実現に向けて、全体

及び職種ごとに接遇研修を定期的に行う。 

 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

全職員向け接遇

研修開催回数 
 ２回 

職種別接遇研修

開催回数 
 ４回 

 

職員の接遇向上 

・患者や来院者への接遇がメディカルセンターに対する

印象を大きく左右することを職員一人ひとりが認識

し、思いやりと気配りがあふれ、心落ち着く対応の実

現に向けて、全体及び職種ごとに接遇研修を定期的に

行った。 

 

〈実績〉 

事  項 平成２９年度実績 

全職員向け接遇研修開催

回数 
２回 

職種別接遇研修開催回数 ４回 
 

3 3 ●研修の開催件数だけではな

く、受講の実態や受講後の変化

などが非常に重要な点であり、

定量的に実施していただきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6  地域医療への貢献   3  
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  (1) 地域医療機関等との連携推進 

① 自治体が取り組む地域包括ケアシステム

を構成する組織としての取組 

・自治体が取り組む地域包括ケアシステムを構

成する組織として、メディカルセンターとし

ての役割をふまえ、地域医療機関からの紹介

患者の受入れと患者に適した地域医療機関

等への逆紹介を推進する。 

‹関連する数値目標›（再掲） 

事  項 平成２９年度計画 

紹介率 ５０．０％ 

逆紹介率   ７０．０％ 

② 地域医療支援病院への承認 

・地域医療機関等との相互連携を強化する取り組

みを行い、紹介率・逆紹介率の向上を図り、地

域医療支援病院の承認に向けた準備を進める。 

③ 医療圏の中核病院としての機能の定着化 

・自治体が取り組む地域包括ケアシステムなど

による機能分化を推進するため、地域医療機

関との役割分担を明確化し医療圏の中核病

院としての機能を定着化させる。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

病診連携の取組 

（会議等） 
３回 

 

地域医療機関等との連携推進 

① 自治体が取り組む地域包括ケアシステムを構成す

る組織としての取組 

・自治体が取り組む地域包括ケアシステムを構成する

組織として、メディカルセンターとしての役割をふ

まえ、地域医療機関からの紹介患者の受入れと患者

に適した地域医療機関等への逆紹介を推進した。 

 

‹実績数値›（再掲） 

事  項 平成２９年度実績 

紹介率    ５１．０３％ 

逆紹介率    ７３．１５％ 

② 地域医療支援病院への承認 

・地域医療機関等との相互連携を強化する取り組みを行

い、紹介率・逆紹介率の向上に努め、地域医療支援病

院の承認に向けた準備を進めた。 

③ 医療圏の中核病院としての機能の定着化 

・自治体が取り組む地域包括ケアシステムなどによる機

能分化を推進するため、地域医療機関との役割分担を

明確化し医療圏の中核病院としての機能を定着化さ

せた。 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

病診連携懇談会       ２回 
 

3 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 保健福祉行政等との協力 

・千葉県内定期予防接種相互乗り入れ事業や乳

幼児健診等の地域保健及び福祉施策に協力

し自治体担当部局と連携を図るとともに、特

に乳幼児健診やがん検診等に係る精密検査

は、地域医療機関との役割分担を明確にした

上で実施する。 

保健福祉行政等との協力 

・千葉県内定期予防接種相互乗り入れ事業や乳幼児健診

等の地域保健及び福祉施策に協力し自治体担当部局

と連携を図るとともに、特に乳幼児健診やがん検診等

に係る精密検査は、地域医療機関との役割分担を明確

にした上で実施した。 

 

3 3  
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・自治体消防部局と連携し救急救命士の教育・

研修の受け入れを行う。 

・医師会については、共同で講演会を開催する

等の活動に積極的に参加し情報交換を適宜

行うなど必要な協力連携を図る。 

・自治体消防部局と連携し救急救命士の教育・研修の受

け入れを行った。 

・医師会については、共同で講演会を開催する等の活動

に積極的に参加し情報交換を適宜行うなど必要な協

力連携を図った。 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

千葉県内定期予防接種

相互乗り入れ事業の予

防接種実施件数 

  ２，６５７件 

救急救命士研修の受入

人数 
     ６４人 

医師会共同講演会等の

開催回数 
     １１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (3) 疾病予防の取組 

・予防医療の一環として、千葉県内定期予防接

種相互乗り入れ事業に参加しインフルエン

ザワクチン等の各種ワクチンの個別接種を

行う。 

・地域中核病院としての安定した病院経営を図

った上で、人間ドック、健診等の実施につい

て検討する。 

 

 

 

 

疾病予防の取組 

・予防医療の一環として、千葉県内定期予防接種相互乗

り入れ事業に参加しインフルエンザワクチン等の各

種ワクチンの個別接種を行った。 

 

・地域中核病院として、人間ドック、健診等の実施につ

いて検討した。 

 

3 3  

 7  メディカルセンターの段階的な診療科の開設

と病棟の開棟 

  3  

   ・平成２９年度については、１９診療科とす

る。 

 平成２９年度 

診療科 内科（総合診療科）、消化

・平成２９年度については、２０診療科の体制を構築

した。 

 平成２９年度 

診療科 内科（総合診療科）、消化器内

3 3 ●病床の開床については、地域

のニーズや効率的な病院運営

の観点を踏まえ、慎重な検討を

お願いしたい。 
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（診療科数） 器内科、神経内科、呼吸

器内科、循環器内科、代

謝・内分泌内科、小児科、

外科、心臓血管外科、整

形外科、脳神経外科、形

成外科、産婦人科、リハ

ビリテーション科、放射

線科、麻酔科、精神科、

歯科口腔外科、救急科 

（１９科） 

開設病棟 

（稼働病床） 

２４５床 

（２３３床） 

（一般病棟） 

（稼働病床） 

５病棟 １８３床 

（１８３床） 

（地域包括ケア病棟） 

（稼働病床） 

１病棟  ４２床 

（３０床） 

（救命救急セ

ンター） 

ＩＣＵ １０床 

ＨＣＵ １０床 
 

（診療科数） 科、神経内科、呼吸器内科、

循環器内科、代謝・内分泌内

科、小児科、外科、心臓血管

外科、整形外科、脳神経外科、

形成外科、皮膚科、産婦人科、

リハビリテーション科、放射

線科、麻酔科、精神科、歯科

口腔外科、救急科 

 

（２０科） 

開設病棟 

（稼働病床） 

２４５床 

（２４３床） 

（一般病棟） 

（稼働病床） 

５病棟 １８３床 

（１８３床） 

（地域包括ケア病棟） 

（稼働病床） 

１病棟  ４２床 

（４２床） 

（救命救急センタ

ー） 

ＩＣＵ １０床（稼働８床） 

ＨＣＵ １０床 
 

●診療単価が下がった原因と

して重症患者が少なかったと

の説明があったが、ＨＣＵの稼

働率が 7割以下であり、ＨＣＵ

を8床にするなどの選択も考え

られるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2   業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためのとるべき措置（評価 3） 

 1  効率的かつ効果的な業務運営体制の整備   3  

  (1) 効率的かつ効果的な業務運営体制の整備 

・医療環境の変化等に的確に対応できるよう

に、理事長のリーダーシップのもと、センタ

ー長、副センター長等で構成する執行部会を

定期的に開催し、経営等に関する重要課題を

審議する。また、副センター長や各部門責任

者、院内委員会等に明確な役割分担と適切な

権限配分を行い、意思決定を迅速かつ適切に

行うことができる効率的かつ効果的な業務

運営体制のもと、全ての職員が目標を認識

し、達成するための体制を構築する。なお、

達成状況を把握するため運営会議等におい

て運営情報を定期的に報告する。 

効率的かつ効果的な業務運営体制の整備 

・医療環境の変化等に的確に対応できるように、理事

長のリーダーシップのもと、センター長、副センタ

ー長等で構成する執行部会を毎朝開催し、経営等に

関する重要課題を審議した。また、副センター長や

各部門責任者、院内委員会等に明確な役割分担と適

切な権限配分を行い、意思決定を迅速かつ適切に行

うことができる効率的かつ効果的な業務運営体制の

もと、全ての職員が目標を認識し、達成するための

体制を構築した。なお、達成状況を把握するため運

営会議等において運営情報を定期的に報告した。 

 

 

3 3  
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・中期目標、中期計画及び年度計画に掲げる目

標を達成するため、各部門責任者等で構成す

る自己評価のための組織を立ち上げ、目標達

成の進捗管理を徹底して行う。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

職員を対象とした

運営状況の説明会

開催回数 

２回 

 

・中期目標、中期計画及び年度計画に掲げる目標を達 

成するため、各部門責任者等で構成する自己評価のた

めの組織において、目標達成の進捗管理を徹底して行

った。 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

職員を対象とした運営

状況の説明会開催回数 
      ２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 人員配置の弾力的運用 

・患者動向や業務量の変化に柔軟かつ迅速に対

応するため、必要に応じて医師や看護師等の

人員配置の見直しを行うことにより、効率的

な業務運営を実施し時間外勤務を削減する。 

 

・適正な人員配置を考慮し、必要に応じて他の

医療機関等との人事交流等を検討する。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

時間外勤務時間の

削減 
前年度比１０％減 

 

人員配置の弾力的運用 

・患者動向や業務量の変化に柔軟かつ迅速に対応するた

め、必要に応じて医師や看護師等の人員配置の見直し

を行うことにより、効率的な業務運営を実施し時間外

勤務の削減に努めたが、患者数増加に伴う業務量増加

のため増加した。 

・適正な人員配置を考慮し、必要に応じて他の医療機関

等との人事交流等を検討した。 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

時間外勤務時間の削減 前年度比２２％増 
 

2 2 ●患者数増加に対応した人員

配置の見直しが行なわれてい

ない。 

●入院・外来患者ともに増加し

ているが、コメディカルはフル

オープンを前提に人員配置を

しており、100 床あたりのスタ

ッフは決して少なくない。人件

費率も上昇しており、患者が増

えただけでなぜ 22％も増加し

たのか、要因を職種別でしっか

り分析することが重要である。 

●医師の時間外の割合が高い

が、内容は診察なのかそれとも

紹介状などの書類業務なのか

分析すべき。 

  (3) 人事評価制度の導入 

・職員のモチベーションの向上と組織の活性化を

図るため、職員の自己点検・自己評価が反映さ

れ、勤務実績や能力、組織への貢献度が適正に

評価される人事評価制度を導入する。効果的な

評定制度とするため、評定者研修等を行う。 

人事評価制度の導入 

・職員のモチベーションの向上と組織の活性化を図るた

め、職員の自己点検・自己評価が反映され、勤務実績

や能力、組織への貢献度が適正に評価される人事評価

制度の導入に向けて、事務部を対象に試行的に実施し

た。 

2 2 ●医師の評価が難しいことは

理解できるが、前年度と比較し

て進展していない。 
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  (4) 外部評価 

① 病院経営等の専門家の活用 

・年度計画に掲げる目標を着実に達成できるよ

う、外部の病院経営等の専門家による検証を

活用し、進捗管理を徹底する。 

・特に、経常収支・資金収支・医療体制におい

ては、医療需要等の分析・改善等に関する技

術的な支援や職員への個別ヒアリング等の

手法を用いて必要な見直しを適宜行う。 

② 監査の活用 

・監査によって指摘を受けた事項については、

必要な見直しを適宜行うとともにその結果

を公表する。 

③ 病院機能評価等の活用 

・組織的に医療を提供するための基本的な活動

や機能を適切に実施しているかを検証する

ため、病院機能評価等の評価項目による検証

を行うための準備を行う。 

④ 住民意見の活用 

・住民意見を病院運営に反映させるため、患者

サービス向上委員会を活用した満足度調査

の実施や意見箱の設置などにより住民から

意見を収集し、サービスの向上を図る。 

外部評価 

① 病院経営等の専門家の活用 

・年度計画に掲げる目標を着実に達成できるよう、外部

の病院経営等の専門家による検証を活用し、進捗管理

を徹底した。 

・特に、経常収支・資金収支、医療体制においては、医

療需要等の分析・改善等に関する技術的な支援や職員

への個別ヒアリング等の手法を用いて必要な見直し

を適宜行った。 

② 監査の活用 

・監査によって指摘を受けた事項については、必要な見

直しを適宜行うとともにその結果を公表した。 

 

③ 病院機能評価等の活用 

・組織的に医療を提供するための基本的な活動や機能を

適切に実施しているかを検証するため、引き続き病院

機能評価等の評価項目による検証を行うための準備

を行った。 

④ 住民意見の活用 

・住民意見を病院運営に反映させるため、患者サービス

向上委員会を中心に満足度調査の実施や意見箱の設

置などにより住民から意見を収集し、サービスの向上

を図った。 

3 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2  人材の確保   3  

  (1) 千葉大学医学部附属病院東金九十九里地域臨

床教育センターとの連携 

・千葉大学との協定によりメディカルセンター

内に設置した千葉大学医学部附属病院東金

九十九里地域臨床教育センターと連携し、医

師の養成及びメディカルセンターへの定着

を図るとともに、指導医による安定的な診療

体制を整備する。 

千葉大学医学部附属病院東金九十九里地域臨床教育セ

ンターとの連携 

・千葉大学との協定によりメディカルセンター内に設置

した千葉大学医学部附属病院東金九十九里地域臨床

教育センターと連携し、医師の養成及びメディカルセ

ンターへの定着を図るとともに、指導医による臨床研

修医に対する教育が行われた。 

3 3  

  (2) 医師の確保 

・千葉大学医学部附属病院東金九十九里地域臨

医師の確保 

・千葉大学医学部附属病院東金九十九里地域臨床教育セ

3 3  
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床教育センターと連携し、診療規模に見合っ

た医師数の確保を行うとともに臨床研修医

の受入れを行う。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

医師数 ４６人 

臨床研修医の受

入れ数 
７人 

 

ンターと連携し、診療規模に見合った医師数の確保を

行うとともに、千葉大学医学部附属病院の臨床研修協

力施設として臨床研修医の受入れを行った。 

‹実績› 

事  項 平成２９年度実績 

医師数 ５２人 

臨床研修医の受入れ数       ４人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (3) 看護師の確保 

・中期計画に基づいた円滑な病床の開床を実現

するため、看護師確保対策室による組織的な

看護師確保対策を行い、７対１入院基本料等

の看護師配置基準の堅持に必要な看護師数

を確保する。 

・合同就職説明会への参加、就職説明会・採用

試験の複数回実施、インターネットをはじめ

とした各種媒体への広告掲載、奨学金制度、

復職支援研修による休職している看護師資

格者の掘り起こし等により、新規採用者及び

中途採用者の確保、研修体制や労働条件等の

充実による看護師の定着を図る。 

・城西国際大学等の看護師養成機関からの看護

学生の実習を積極的に受け入れ、地域におけ

る看護師の育成に寄与する。特に最終学年の

学生を対象にインターンシップを実施し、実

際の医療現場を経験させることで卒業後の

メディカルセンターへの就職希望者の確保

を図る。 

 

 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

看護師の確保 

・中期計画に基づいた円滑な病床の開床を実現するた

め、看護師確保対策室による組織的な看護師確保対策

を行い、７対１入院基本料等の看護師配置基準の堅持

に必要な看護師数を確保した。 

 

・合同就職説明会への参加、病院見学会・採用試験の複

数回実施、インターネットをはじめとした各種媒体へ

の募集広告の掲載、奨学金制度の実施、復職支援研修

による休職している看護師の掘り起こし等により新

規採用者及び中途採用者の確保を図った。また、研修

体制や労働条件等の充実による看護師の定着を図っ

た。 

・城西国際大学等の看護師養成機関からの看護学生の実

習を積極的に受け入れ、地域における看護師の育成に

寄与した。特に最終学年の学生を対象にインターンシ

ップを実施し、実際の医療現場を経験させることで卒

業後のメディカルセンターへの就職希望者の確保を

図った。 

 

 

 

‹実績› 

事  項 平成２９年度実績 

4 4 ●説明会の実績、看護師数、定

着率とも、概ね目標どおりの実

績ではないか。 

●看護師を養成するため補助

金を今後も継続していくのか、

その必要性があるのか。看護師

定着率 89％は良い方なのか。他

の病院と比較してどうなのか。 

●奨学金があることでメディ

カルセンターに就職する看護

師が多いことから、制度がなく

なってしまうと看護師確保が

難しくなってしまう。大学とし

ても学生を集める原動力とな

っていることから今後も継続

いただきたい。 



- 18 - 

 

看護師数 ２２２人 

看護師定着率 ９０％以上 
 

合同就職説明会参加回数       ３回 

就職説明会実施回数      ３８回 

看護師採用試験の実施 

回数 
１８回 

復職支援研修の実施回数       ６回 

奨学生の人数 ３７人 

常勤看護師数 

（内年度内入職者数） 

２２６人 

（４１人） 

看護師定着率    ８９％ 

看護実習の受入れ校数 ４校 

インターンシップ参加 

人数 
２０人 

 

 3  人材育成   3  

   ・地域の中核病院として十分に機能するため、

学会、研究会及び研修会への参加と認定看護

師等の職務上必要な資格の取得を計画的に

促進する。 

・医師については、各分野の認定専門医、看護

師については、専門看護師、認定看護師等の

資格取得を促進するとともに、薬剤師、診療

放射線技師、臨床検査技師等の医療技術職に

ついても、専門性と医療技術の向上に向けた

計画的な研修計画の策定を検討する。 

・事務職員については、診療情報管理士等の必

要な資格取得を促進する。 

 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

・地域の中核病院として十分に機能するため、学会、研

究会及び研修会への参加と認定看護師等の職務上必

要な資格の取得を計画的に促進した。 

 

・医師については、各分野の認定専門医、看護師につい

ては、専門看護師、認定看護師等の資格取得を促進し

た。また、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師等

の医療技術職については、専門性と医療技術の向上に

向けた計画的な研修計画の策定を検討した。 

 

・事務職員については、診療情報管理士等の必要な資格

取得を促進した。 

 

〈実績〉 

事  項 平成２９年度実績 

3 3  
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研修会等参加数  ３０人 
 

研修会等参加数 １２６人 

認定看護師資格取得数       １人 
 

 

 4  働きやすい職場環境の整備   3  

   ・医師・看護師等の職員が業務に精励できるよ

う各種制度の整備を図る。 

・医師・看護師等の業務負担軽減のための医師

事務作業補助者及び看護補助者を適正配置

し体制を整える。 

・育児短時間勤務制度等の育児中の職員に配慮

した勤務形態の運用、職員の休暇取得の促進

等の取り組みを進める。 

・医師・看護師等の職員が業務に精励できる体制の整備

を図った。 

・医師・看護師等の業務負担軽減のための医師事務作業

補助者及び看護補助者を適正配置し体制を整えた。 

 

・育児短時間勤務制度等の育児中の職員に配慮した勤 

務形態の運用を行った。また、職員の休暇取得の促進

等の取り組みを進めた。 

3 3  

 

 

 5  職員給与の原則   2  

   ・職員の給与については、診療報酬改定等のメ

ディカルセンターを取り巻く状況と業務実

績を踏まえ、弾力的かつ職員の定着を促進す

るよう給与制度の見直しを行う。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

医業収益対職員

給与費率 
６０．０％ 

 

・職員の給与については、診療報酬改定等のメディカル

センターを取り巻く状況と業務実績を踏まえ、弾力的

かつ職員の定着を促進するよう給与制度の見直しを

行った。 

‹実績› 

事  項 平成２９年度実績 

医業収益対職員給与費

率 
   ６８．８％ 

 

2 2 ●給与比率は収益の増減にも

左右されるところであり、制度

見直しの実績を示すべき。 

 

 

 

 

3   財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置（評価 2） 

 1  健全な経営基盤の確立   2  

  (1) 健全な経営基盤の確立 

・経営等に関する重要課題を審議する機関とし

て執行部会を設置し、組織全体がコスト意識

を持った組織運営を行うとともに、メディカ

ルセンターが有する人材・施設整備を最大限

に活用し、経常収支・資金収支の改善を図る

べく方策を講じることにより、将来にわたっ

て公的な役割を果たすことができる安定的

な経営基盤を確立する。 

・平成３２年度までに経営収支比率１００％以

健全な経営基盤の確立 

・経営等に関する重要課題を審議する機関として執行部

会を設置し、組織全体がコスト意識を持った組織運営

を行うとともに、メディカルセンターが有する人材・

施設整備を最大限に活用し、経常収支・資金収支の改

善を図るべく方策を講じることにより、将来にわたっ

て公的な役割を果たすことができる安定的な経営基

盤の確立に努めた。 

 

・平成３２年度までに経営収支比率１００％以上を達成

2 2  
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上が達成できるよう、経営の健全化に向けた

具体的な方策の策定や経営指標に関する数

値目標の設定など必要な措置を講じる。 

 

 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

職員を対象とした

運営状況の説明会

開催回数（再掲） 

２回 

経常収支比率 ９０．０％ 

医業収支比率 ８３．０％ 
 

するため、各部門責任者等で構成する運営委員会によ

る運営会議を行い、目標達成に向けた進捗管理を徹底

して行うなど、経営の健全化に向けた具体的な方策の

検討や経営指標に関する数値目標の設定など必要な

措置を講じた。 

‹実績› 

事  項 平成２９年度実績 

執行部会の開催状況     毎朝開催 

職員を対象とした運営

状況の説明会開催回数

（再掲） 

２回 

運営会議の実施回数 ２２回 

経常収支比率    ８３．１％ 

医業収支比率 ８０．２％ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 経営情報システムの整備 

・財務会計システム及び人事給与システムは、

経営判断や経営管理を行うためのシステム

であり、より効率的・効果的な使用を行う。 

経営情報システムの整備 

・財務会計システム及び人事給与システムは、経営判断

や経営管理を行うためのシステムであり、より効率

的・効果的に使用するための検討を進めた。 

3 3  

 2  収益の確保と費用の合理化   2  

  (1) 収益の確保 

① 入院収益・外来収益の確保 

・医療環境の変化に的確に対応し、適切な施設

基準の取得による診療報酬の確保を図ると

ともに、病床利用率の向上や高度医療機器の

稼働率向上に取り組む。 

・更に地域医療機関との連携を図り、紹介・逆

紹介の増加を図ることにより、入院患者及び

外来患者を適正に確保しつつ、メディカルセ

ンターの機能を十分に活用した手術数の増

加を図る。 

② 診療報酬への対応 

・診療報酬改定に対応した加算措置や施設基準

収益の確保 

① 入院収益・外来収益の確保 

・医療環境の変化に的確に対応し、適切な施設基準の取

得による診療報酬の確保を図るとともに、病床利用率

の向上や高度医療機器の稼働率向上に取り組んだ。 

 

・地域医療機関との連携を図り、紹介・逆紹介の増加を

図ることにより、入院患者及び外来患者を適正に確保

しつつ、手術数の増加を図った。 

 

 

② 診療報酬への対応 

・診療報酬改定に対応した加算措置や施設基準の取得に

2 2 ●入院診療単価が 72,000 円の

計画値に対して、実績値は

62,899 円となっている。乖離し

た理由の分析が必要。 

●保険外診療収益の確保につ

いて、観光客が日本での滞在期

間中に人間ドック＋観光がで

きるような医療ツアーなどを

検討してはどうか。 
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の取得について検討するとともに医療の機

能分化やその強化に必要な７対１入院基本

料を堅持する等の医療提供体制の整備に努

める。 

③ 保険外診療収益の確保 

・地域中核病院としての安定した病院経営を図

った上で、人間ドック、健康診断等の保険外

診療収益の確保について検討する。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

経常収益 ６，９５５百万円 

入
院 

病床稼働率 

（対稼働病床） 
８０．０％ 

平均患者数 １８７．０人／日 

診療報酬単価 ７２，０００円 

平均在院日数 １１．５日 

査定率   ０．５％ 

外
来 

平均患者数（医科） ３００．０人／日 

診療報酬単価（医科）  １２，２００円 

平均患者数（歯科） １５．０人／日 

診療報酬単価（歯科） ５，０００円 

査定率   ０．２％ 

紹介率（再掲）  ５０．０％ 

逆紹介率（再掲）  ７０．０％ 

高度医療機器の稼働数 MRI 対前年度比５％増 
 

努め、医療の機能分化やその強化に必要な７対１入院

基本料を堅持する等の医療提供体制の整備を行った。 

 

 

③ 保険外診療収益の確保 

・地域中核病院としての安定した病院経営を図った上

で、人間ドック、健康診断等の保険外診療収益の確保

について検討した。 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

経常収益 ６，５２５百万円 

入
院 

病床稼働率 

（対稼働病床） 
８４．５％ 

平均患者数 １９９．５人／日 

診療報酬単価 ６２，８９９円 

平均在院日数 １２．４日 

査定率 ０．５８％ 

外
来 

平均患者数（医科） ３３２．５人／日 

診療報酬単価（医科） １２，４８１円 

平均患者数（歯科） ２７．７人／日 

診療報酬単価（歯科） ５，２６５円 

査定率 ０．６４％ 

紹介率（再掲）    ５１．０３％ 

逆紹介率（再掲）    ７３．１５％ 

高度医療機器の稼働数 MRI 対前年度比 25.4％増 

手術件数 前年度比 20.0％増 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 費用の合理化 

・収益規模に応じた予算編成を行い、地方独立

行政法人の会計制度の特性を活かした効率

的な予算執行を行う。 

・目標を持った徹底したコスト管理を行うとと

もに、各委員会等を利用した職員のコスト意

費用の合理化 

・収益規模に応じた予算編成を行い、地方独立行政法人

の会計制度の特性を活かした効率的な予算執行を行

った。 

・目標を持った徹底したコスト管理を行うとともに、各

委員会等を利用した職員のコスト意識の向上を図っ

2 2  
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識の向上を図る。 

・具体的には、透明性、公平性の確保に十分留

意しつつ民間病院の取組を参考に複数年契

約、複合契約等の多様な契約手法、ベンチマ

ーク等の指標を活用し費用の合理化及び節

減を図る。 

・ジェネリック医薬品の採用率を上げ、費用の

節減を図る。 

‹関連する数値目標› 

事  項 平成２９年度計画 

経常費用 ７，６７１百万円 

医業収益対材料費率    ２８．０％ 

医業収益対経費率    ２５．０％ 

医業収益対職員給与

費率（再掲） 
   ６０．０％ 

ジェネリック医薬品

採用率 
     ７０％ 

 

た。 

・透明性、公平性の確保に十分留意しつつ民間病院の取

組を参考に複数年契約、複合契約等の多様な契約手

法、ベンチマーク等の指標を活用し費用の合理化及び

節減を図った。 

 

・ジェネリック医薬品の採用率を上げ、費用の節減を図

った。 

‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

経常費用 ７，８５４百万円 

医業収益対材料費率    ２５．６％ 

医業収益対経費率    ２３．９％ 

医業収益対職員給与費率    ６８．８％ 

ジェネリック医薬品採用

率 
８７．６％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4   その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置（評価 3） 

 1  財政負担の原則     

   ・運営費負担金等（地方独立行政法人法（平成

１５年法律第１１８号）第８５条第１項に基

づき設立団体が負担すべき経費及び同法第

４２条に基づき設立団体が交付できる金額

をいう。以下同じ）は、「地方独立行政法人

法等の施行に係る公営企業型地方独立行政

法人の取扱いについて（平成１６年４月１日

総財公第３９号総務省自治財政局公営企業

課長通知）」中、「第一 設立団体が負担すべ

き経費等について」に定められた基準によ

り、救急医療、災害時医療等の政策医療に係

る経費及び高度医療、小児医療、周産期医療

等の不採算経費に充てる。 

・長期借入金等元利償還金に充当する運営費負

・財政負担の原則のとおり不採算経費に充当した運営費

負担金の額。 

総 額：  ５５１，８１９，０００円 

東金市：  ４２０，５９８，０００円 

九十九里町：１３１，２２１，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長期借入金等元利償還金に充当した運営費負担金の額。 

  ※昨年度の評価委員会におい

て法人の評価項目としては、そ

ぐわないとの意見があったた

め、評価項目から除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 23 - 

 

担金等については料金助成のための運営費

負担金等とする。 

総 額：  ２９３，１８８，０１５円 

東金市：  ２２８，８７９，８９９円 

九十九里町： ６４，３０８，１１６円 

 

 

 

 

 

 

 2  地域に対する広報   4  

   ・地域医療連携室の体制強化により地域連携を

推進するとともに、平成２９年度の医療体制

に合致したパンフレットを作成し広報とし

て情報提供を促進する。 

・ホームページ、フェイスブック、広報誌（東

千葉メディカルセンターＮＥＷＳ）の発行、

公開講座の開催、公共施設や商業施設等を通

じた情報発信等により、メディカルセンター

の理念や役割、地域医療機関との役割分担を

はじめとした病院運営に関する適切な情報

を提供し、その普及啓発を行う。 

‹関連する数値目標›（再掲） 

事  項 平成２９年度計画 

広報誌発行回数      ４回 

公開講座開催回数      ４回 
 

・地域医療連携室の体制強化により地域連携を推進する

とともに、平成２９年度の医療体制に合致したパンフ

レットを作成し広報として情報提供を促進した。 

 

・ホームページ、フェイスブック、広報誌（東千葉メデ

ィカルセンターＮＥＷＳ）の発行、公開講座の開催、

公共施設や商業施設等を通じた情報発信等により、メ

ディカルセンターの理念や役割、地域医療機関との役

割分担をはじめとした病院運営に関する適切な情報

を提供し、その普及啓発を行った。 

 

‹実績›（再掲） 

事  項 平成２９年度実績 

広報誌発行回数       ３回 

フェイスブック更新回数 ４６回 

公開講座開催回数 

（平均参加者数） 

      ５回 

    （５０人） 

糖尿病教室開催回数 

（平均参加者数） 

     １２回 

（２５人） 
 

3 4 ●フェイスブックなども更新

しており、評価 4としたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3  ボランティアとの協働   3  

    ・多様なサービス向上につながる地域のボランティアと

の協働体制の構築を検討した。 

・センタープラザや病院敷地内のスペース等を活用し、

ボランティアによるイベント等を開催した。 

 

3 3 
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‹実績数値› 

事  項 平成２９年度実績 

丘山地区地域交流「花いっ

ぱい」運動（丘山振興会） 
４回 

ロビー・コンサート 

（大里合唱団ほか） 
２回 

 

 

 

 

 

 

 

5   予算（人件費の見積もりを含む。）、収支計画及び資金計画 

    省略（財務諸表等による。）  省略（財務諸表等による。）    

6   短期借入金の限度額 

 1  限度額     

   ・５００百万円 ・平成２９年度においては、２５０百万円の短期借入を

行った。 

 借 入 先：千葉興業銀行東金サンピア支店 

 発生事由：運転不足等の資金不足への対応 

   

 2  想定される短期借入金の発生事由     

  ⑴ 

 

⑵ 

運営費負担金等の受入遅延等による資金不足

への対応 

その他、偶発的な資金不足への対応 

・同上    

7   出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見込まれる財産の処分に関する計画 

   ・なし ・平成２９年度においては、該当する財産の処分はない。    

8   前章に規定する財産以外の重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

   ・なし ・平成２９年度においては、重要な財産の譲渡等に関す

る計画はない。 

   

9   剰余金の使途 

   ・剰余金が生じた場合は、病院規模の拡充、施

設設備の整備、医療機器等の購入、長期借入

金の償還、人材確保事業及び人材育成事業の

充実に充てる。 

・平成２９年度においては、該当する剰余金がない。    

10   料金に関する事項 

 1  料金     

  ⑴ 

 

健康保険法（大正１１年法律第７０号）第７

６条第２項（同法第１４９条において準用す

省略    
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⑵ 

 

 

 

⑶  

る場合を含む。）及び高齢者の医療の確保に

関する法律（昭和５７年法律第８０号）第７

１条第１項の規定に基づく方法により算定

した額 

健康保険法第８５条第２項（同法第１４９条

において準用する場合を含む。）及び高齢者

の医療の確保に関する法律第７４条第２項

の規定に基づく基準により算定した額 

⑴及び⑵以外のものについては、理事長が別

に定める額 

 2  減免     

   理事長は、特別の理由があると認めるとき

は、料金の全部又は一部を減額し、又は免除

することができる。 

 省略    

11   その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項 

 1  施設及び設備に関する計画     

    

施設及び設

備の内容 
予定額 財源 

医療機器等

の購入 

総額 

２９９百万円 

東金市及び九十九里

町長期借入金等 

備考 

１ 金額については、見込みである。 

２ 各事業年度の東金市及び九十九里町長期

借入金等の具体的な額については、各事業

年度の予算編成過程において決定される。 

３ 医療機器等の選定にあたっては、費用対

効果、地域住民の医療需要、償還等の負担

を十分に考慮した上で行う。 

・医療機器等の購入費として総額２１６．２百万円を借

入した。 

 財源：東金市及び九十九里町長期借入金 

 

   

 2  積立金の処分に関する計画     

   ・平成２９年度においては、積立金の処分に関

する計画はない。 

・平成２９年度においては、積立金の処分に関する計画

はない。 

   

 


